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」
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晶
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・
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資
料
紹
介
〉
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就実論叢　第47号（2017），pp.1-10

与謝野晶子自筆原稿（補遺）「欝金の公孫樹」「初雪」「顏」「歌」（「黃なる花」）（一）解題・図版・翻刻

は
じ
め
に

―
倉
敷
市
所
蔵
「
薄
田
泣
菫
文
庫
」
所
収

与
謝
野
晶
子
自
筆
歌
稿
（
補
遺
）
に
つ
い
て

倉
敷
市
所
蔵
「
薄
田
泣
菫
文
庫
」（
以
下
、「
泣
菫
文
庫
」）
所
蔵
の
与
謝
野

晶
子
自
筆
歌
稿
一
二
枚
を
、
本
論
叢
第
四
〇
～
四
三
号
掲
載
の
拙
稿
に
お
い
て

紹
介
し
た
（『
就
実
論
叢
』
二
〇
一
一
～
二
〇
一
四
年
）。「
泣
菫
文
庫
」
所
収

の
泣
菫
宛
晶
子
書
簡
一
五
通
に
つ
い
て
は
、
倉
敷
市
編
著
『
倉
敷
市
蔵　

薄
田

泣
菫
書
簡
集　

詩
歌
人
篇
』（
八
木
書
店
、
二
〇
一
五
年
三
月
）
に
、
翻
刻
・
注
・

解
説
を
載
せ
た
。同
書
掲
載
の
大
正
五
年
七
月
一
七
日
付
泣
菫
宛
晶
子
書
簡（
書

簡
番
号
５
）
に
同
封
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
自
筆
歌
原
稿
一
枚
（「
輓
歌

　

上
田
先
生
の
た
め
に
」）
に
つ
い
て
は
、
本
論
叢
第
四
四
号
（
二
〇
一
五
年
）

に
掲
載
し
た
。
加
え
て
、
先
の
一
二
枚
の
歌
稿
と
は
別
に
、
封
筒
に
収
め
ら
れ
、

書
簡
の
添
え
ら
れ
て
い
な
い
歌
稿
三
枚
に
つ
い
て
は
、
本
論
叢
第
四
五
号

（
二
〇
一
六
年
）
に
掲
載
し
た
。

「
泣
菫
文
庫
」
所
収
の
晶
子
の
自
筆
歌
稿
は
、
総
計
で
一
六
枚
、
こ
れ
ら
の

多
く
は
、
大
正
二
～
一
〇
年
に
か
け
て
「
大
阪
毎
日
新
聞
」（
以
下
、「
大
阪
毎

日
」）
に
掲
載
さ
れ
、
初
出
不
明
、『
定
本　

與
謝
野
晶
子
全
集
』
第
一
巻
―
第

二
〇
巻
（
講
談
社
、
昭
和
五
四
―
五
六
年
、
以
下
『
全
集
』）
未
掲
載
と
な
っ

て
い
る
詠
草
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

「
泣
菫
文
庫
」
に
は
、
泣
菫
自
身
の
原
稿
・
著
書
・
写
真
等
と
と
も
に
、
晶

子
自
筆
歌
稿
が
別
途
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
倉
敷
市
文
化
振
興
課
の
調
査

に
よ
り
新
た
に
伝
え
ら
れ
た
。
本
稿
で
は
、
現
在
確
認
出
来
る
自
筆
歌
稿
四
枚

〈
資
料
紹
介
〉
倉
敷
市
所
蔵
「
薄
田
泣
菫
文
庫
」

与
謝
野
晶
子
自
筆
原
稿
（
補
遺
）「
欝
金
の
公
孫
樹
」「
初
雪
」「
顏
」

「
歌
」（「
黃
な
る
花
」）（
一
）
解
題
・
図
版
・
翻
刻

加

藤

美
奈
子
（
生
活
実
践
科
学
科
）
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加藤美奈子

用
紙
は
、
概
ね
縦
約
二
六
㎝
×
横
約
三
六
㎝
の
洋
紙
、「
Ｂ
４
」
サ
イ
ズ
に

相
当
し
、
青
罫
の
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、「
十
ノ
廿　

松
屋
製
」と
左
下
欄
外
に
青
で
印
刷
さ
れ
て
て
い
る
。【
図
版
１
】【
図
版
２
】【
図

版
３
】
に
は
、中
央
青
罫
印
刷
で
魚
尾
の
下
方
に
「
〇
」
印
が
あ
り
、【
図
版
４
】

の
み
「
○
」
印
が
な
い
。

大
正
二
年
七
月
二
〇
日
付
「
大
阪
毎
日
」
に
掲
載
さ
れ
た
「
湯
あ
か
り
の
後
」

及
び
、歌
集
へ
の
所
収
状
況
よ
り
大
正
二
年
六
月
～
八
月
頃
と
推
定
さ
れ
る「
土

ふ
み
て
」（
無
題
の
た
め
拙
稿
に
お
い
て
第
一
首
目
初
句
に
よ
り
仮
称
）
の
原

稿
に
は
、
こ
の
「
○
」
印
が
あ
る
（
本
論
叢
第
四
一
号
掲
載
、
二
〇
一
二
年
）。

そ
れ
よ
り
後
の
、大
正
四
年
九
月
二
九
日
付
「
大
阪
毎
日
」
に
掲
載
さ
れ
た
「
秋

の
薔
薇
」
に
は
「
○
」
印
が
な
い
（
本
論
叢
四
三
号
掲
載
、
二
〇
一
四
年
）。

今
回
の
原
稿
は
、
後
述
の
よ
う
に
、
大
正
二
年
一
一
月
～
大
正
三
年
一
一
月
に

掲
載
さ
れ
た
作
品
の
原
稿
で
あ
り
、「
土
ふ
み
て
」
と
「
秋
の
薔
薇
」
の
間
の

時
期
の
自
筆
歌
稿
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
使
用
さ
れ
た
原
稿
用
紙
の
形
態
も
矛
盾

し
な
い
。
す
な
わ
ち
、右
の
歌
稿
を
年
代
順
に
並
べ
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

大
正
二
年
七
月
二
〇
日
付
「
大
阪
毎
日
」
掲
載
「
湯
あ
か
り
の
後
」

大
正
二
年
六
～
八
月
（
所
収
歌
集
よ
り
推
定
）（「
土
ふ
み
て
」）

原
稿
用
紙
―
「
十
ノ
廿　

松
屋
製
」（
○
印
あ
り
）

【
図
版
１
】
大
正
二
年
一
一
月
六
日
付
「
大
阪
毎
日
」
掲
載
「
欝
金
の
公
孫
樹
」

【
図
版
２
】
大
正
二
年
一
二
月
二
一
日
付
「
大
阪
毎
日
」
掲
載
「
初
雪
」

を
「
補
遺
」
と
し
て
、
図
版
・
翻
刻
を
掲
載
し
、
解
題
を
付
し
た
。

な
お
、
後
掲
【
図
版
１
】
～
【
図
版
４
】
は
、「
泣
菫
文
庫
」
を
保
存
・
管

理
す
る
倉
敷
市
文
化
振
興
課
に
よ
る
撮
影
で
、
許
諾
を
得
て
、
概
ね
年
代
順
に

な
る
よ
う
掲
載
し
た
。
関
係
各
位
に
御
礼
申
し
上
げ
る
。

一	

与
謝
野
晶
子
自
筆
原
稿
「
欝
金
の
公
孫
樹
」「
初
雪
」「
顏
」「
歌
」

	

（「
黃
な
る
花
」）
解
題

後
掲
の
【
図
版
２
】
は
、
一
〇
首
に
「
初
雪
」
の
総
題
・「
与
謝
野
晶
子
」

の
署
名
が
右
欄
外
に
付
さ
れ
て
い
る
が
、【
図
版
１
】
は
、
欄
外
に
題
・
署
名

が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、「
大
阪
毎
日
」（
大
正
二
年
一
一
月
一
六
日

付
）掲
載
時
の
題「
欝
金
の
公
孫
樹
」を
本
稿
で
の
呼
称
と
す
る
。
同
様
に
、【
図

版
３
】
は
、右
欄
外
に
「
与
謝
野
晶
子
」
の
署
名
は
あ
る
が
、そ
の
上
方
に
「
○
」

と
手
書
き
さ
れ
て
い
る
の
み
で
総
題
は
な
い
。
こ
の
歌
稿
の
一
部
の
、雑
誌「
我

等
」（
大
正
三
年
三
月
）
掲
載
時
の
題
「
顏
」
を
呼
称
と
す
る
。【
図
版
４
】
は
、

右
欄
外
に
、「
歌
」
と
あ
り
、「
与
謝
野
晶
子
」
の
署
名
が
あ
る
。
ま
た
、「
大

阪
毎
日
」（
大
正
三
年
一
一
月
二
二
日
付
）
掲
載
時
の
題
が
「
黄
な
る
花
」
で

あ
る
た
め
、「
歌
」（「
黃
な
る
花
」）
と
し
た
。

四
枚
の
原
稿
用
紙
に
は
い
ず
れ
も
、
一
マ
ス
に
一
文
字
ず
つ
ペ
ン
書
き
で
短

歌
が
記
入
さ
れ
、
一
首
を
二
行
に
収
め
、
新
聞
掲
載
を
意
図
し
た
と
思
わ
れ
る

総
ル
ビ
が
付
さ
れ
て
い
る
（【
図
版
３
】「
顏
」
一
〇
首
目
の
一
行
目
の
み
ル
ビ

が
付
さ
れ
て
い
な
い
）。
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与謝野晶子自筆原稿（補遺）「欝金の公孫樹」「初雪」「顏」「歌」（「黃なる花」）（一）解題・図版・翻刻

初
出
が
不
明
で
、『
全
集
』
未
収
録
で
あ
る
。

【
図
版
４
】「
歌
」（「
黃
な
る
花
」）
は
、
大
正
三
年
一
一
月
二
二
日
付
「
大

阪
毎
日
」
に
、「
黃
な
る
花
」
と
題
し
て
一
〇
首
全
て
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

内
四
首
が
『
さ
く
ら
草
』
に
所
収
さ
れ
、
六
首
が
『
全
集
』
の
「
拾
遺　

大
正

二
年
」
に
確
認
出
来
る
。

前
述
の
拙
稿
に
お
い
て
も
、「
泣
菫
文
庫
」
所
収
の
晶
子
自
筆
歌
稿
は
、
未

公
表
短
歌
を
含
む
可
能
性
の
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
て
き
た
が
、
今
回
の
四
枚
の

自
筆
歌
稿
に
つ
い
て
も
、
以
上
計
四
首
（
類
歌
が
あ
る
一
首
も
含
め
る
な
ら
ば

五
首
）
の
初
出
が
不
明
で
、『
全
集
』
未
収
録
で
あ
り
、
未
公
表
短
歌
で
あ
る

可
能
性
が
指
摘
出
来
る
。
ま
た
、
初
出
・
所
収
歌
集
の
確
認
出
来
る
作
品
に
つ

い
て
も
、
新
聞
・
雑
誌
掲
載
歌
、
歌
集
所
収
歌
と
の
間
に
そ
れ
ぞ
れ
表
現
の
異

同
が
見
ら
れ
る
。

本
論
叢
次
号
掲
載
予
定
の
「
与
謝
野
晶
子
自
筆
歌
稿
（
補
遺
）「
欝
金
の
公

孫
樹
」「
初
雪
」「
顏
」「
歌
」（「
黃
な
る
花
」）（
二
）
解
説
」
に
お
い
て
、
初

出
紙
・
誌
と
比
較
し
異
同
の
詳
細
を
示
し
、
解
説
を
加
え
る
こ
と
を
予
定
し
て

い
る
。

二	

与
謝
野
晶
子
自
筆
歌
稿
「
欝
金
の
公
孫
樹
」「
初
雪
」「
顏
」「
歌
」

	

（「
黃
な
る
花
」）
図
版
・
翻
刻

以
下
、
与
謝
野
晶
子
自
筆
歌
稿
四
枚
の
図
版
（【
図
版
１
】
～
【
図
版
４
】）

を
掲
げ
、
翻
刻
を
後
に
示
し
た
。
翻
刻
に
お
け
る
改
行
等
は
図
版
に
準
じ
て
い

【
図
版
３
】
大
正
三
年
三
月
『
我
等
』
掲
載
「
顏
」

原
稿
用
紙
―
「
十
ノ
廿　

松
屋
製
」（
○
印
あ
り
）

【
図
版
４
】
大
正
三
年
一
一
月
二
二
日
付
「
大
阪
毎
日
」
掲
載
「
黃
な
る
花
」

原
稿
用
紙
―
「
十
ノ
廿　

松
屋
製
」（
○
印
な
し
）

大
正
四
年
九
月
二
六
日
付
「
大
阪
毎
日
」
掲
載
「
秋
の
薔
薇
」

原
稿
用
紙
―
「
十
ノ
廿　

松
屋
製
」（
○
印
な
し
）

【
図
版
１
】「
欝
金
の
公
孫
樹
」
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
大
正
二
年
一
一
月
六

日
付
「
大
阪
毎
日
」
に
九
首
が
掲
載
、
内
七
首
が
、
晶
子
の
第
一
二
番
目
の
歌

集
『
さ
く
ら
草
』（
東
雲
堂
書
店
、大
正
四
年
三
月
）
に
所
収
さ
れ
、二
首
が
『
全

集
』
の
「
拾
遺　

大
正
二
年
」
に
確
認
出
来
る
が
、一
首
の
初
出
が
不
明
で
、『
全

集
』
未
収
録
で
あ
る
。

【
図
版
２
】「
初
雪
」
は
、大
正
二
年
一
二
月
二
一
日
付
「
大
阪
毎
日
」
に
、「
初

雪
」と
題
し
て
一
〇
首
全
て
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。歌
集
へ
の
採
録
は
な
く
、『
全

集
』
の
「
拾
遺　

大
正
二
年
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

【
図
版
３
】「
顏
」
は
、「
大
阪
毎
日
」
に
は
掲
載
さ
れ
ず
、雑
誌
「
我
等
」（
大

正
三
年
三
月
）
掲
載
の
「
顏
」
に
、
五
首
が
含
ま
れ
、『
さ
く
ら
草
』（
前
掲
）

に
所
収
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、『
さ
く
ら
草
』
に
は
、『
全
集
』
で
初
出
が
示

さ
れ
て
い
な
い
、
自
筆
原
稿
の
一
首
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
自
筆
原
稿
の
残
り

四
首
の
内
、
一
首
は
、「
我
等
」（
前
掲
）
に
類
歌
が
認
め
ら
れ
る
が
、
三
首
は
、
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加藤美奈子

る
。
字
体
は
新
旧
と
も
に
自
筆
に
準
じ
た
。
■
は
判
読
不
能
の
箇
所
及
び
、
文

字
の
修
正
箇
所
で
修
正
前
の
文
字
が
不
明
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
修
正
後
の
文

字
の
前
に
示
し
た
。
ま
た
、
修
正
前
の
文
字
が
判
読
出
来
る
場
合
、
□
で
示
し
、

元
の
文
字
を〔　

〕で
修
正
後
の
文
字
の
前
に
示
し
た
。
そ
の
他
の
注
記
も〔　

〕

で
示
し
た
。
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与謝野晶子自筆原稿（補遺）「欝金の公孫樹」「初雪」「顏」「歌」（「黃なる花」）（一）解題・図版・翻刻

【
図
版
１
】
与
謝
野
晶
子
自
筆
歌
稿
「
欝
金
の
公
孫
樹
」
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加藤美奈子

【
図
版
２
】
与
謝
野
晶
子
自
筆
歌
稿
「
初
雪
」
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与謝野晶子自筆原稿（補遺）「欝金の公孫樹」「初雪」「顏」「歌」（「黃なる花」）（一）解題・図版・翻刻

【
図
版
３
】
与
謝
野
晶
子
自
筆
歌
稿
「
顏
」
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加藤美奈子

【
図
版
４
】
与
謝
野
晶
子
自
筆
歌
稿
「
歌
」（「
黃
な
る
花
」）
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与謝野晶子自筆原稿（補遺）「欝金の公孫樹」「初雪」「顏」「歌」（「黃なる花」）（一）解題・図版・翻刻

【
図
版
２
】
与
謝
野
晶
子
自
筆
歌
稿
「
初
雪
」
―
翻
刻

〔
欄
外
〕
初
雪　
　
　
　
　
　
　

与
謝
野
晶
子

赤あ
か

い
實み

が
南な
ん

洋や
う

の
よ
な
こ
こ
ち
す
る
そ
の
青あ
を

の
木き

の

上う
へ

の
雪ゆ
き

か
な

末す
ゑ

の
子こ

の
病や

む
か
た
は
ら
を
脱ぬ

け
い
で
し
夜よ

明あ
け

に
降ふ

れ
る
師し

走は
す

の
小こ

雪ゆ
き

さ
が
み
の
や
城じ
や
うが
嶋し
ま

な
る
人ひ
と

來く

る
と
待ま

つ
日ひ

の
朝あ
さ

の

た
わ
わ
な
る
雪ゆ

き

雪ゆ
き

ふ
れ
ば
古ふ
る

錦に
し
き

繪ゑ

の
思お
も

は
れ
ぬ
江え

戸ど

の
男な
ん

女に
よ

の
は
た

お
も
は
れ
ぬ

東と
う

京き
や
うへ
赤あ
か

き
ひ
と
で
の
貝か
ひ

な
ど
を
友と
も

の
持も

て
こ
し
師し

走は
す

雪ゆ
き

の
日ひ

雪ゆ
き

の
日ひ

や
皷つ
づ
み
を
打う

て
る
家い
へ

あ
り
て
番ば
ん

町ち
や
うか
な
し
二に

階か
い

の
か
な
し

雪ゆ
き

の
日ひ

は
雨あ
め

に
ま
さ
ら
ず
青あ
を

桐ぎ
り

の
幹み
き

む
く
つ
け
く
な

り
に
け
る
か
な

□
□
□
□
□
〔
さ
が
み
の
や
〕
椿つ

ば
き
の
木き

お
は
ぐ
ろ
色い
ろ

を
す
る
ゆ
ゑ
に
見み

じ
と
思お
も

へ
る
わ
が
庭に
は

の
雪ゆ
き

雪ゆ
き

ふ
れ
ば
子こ

等ら

の
つ
く
り
し
小こ

だ
ら
ひ
の
池い
け

も
■
初は
じ

め
て
池い
け

ご
こ
ち
す
る

菜な

の
畑は
た

に
降ふ

■
れ
る
雪ゆ
き

見み

て
冬ふ
ゆ

の
日ひ

も
い
と
な
つ
か

し
き
も
の
と
思お

も

ひ
ぬ

【
図
版
１
】
与
謝
野
晶
子
自
筆
歌
稿
「
欝
金
の
公
孫
樹
」
―
翻
刻

秋あ
き

風か
ぜ

を
思お
も

へ
る
ま
ま
に
な
す
ご
と
き
水す
ゐ

道だ
う

橋ば
し

の
旗は
た

振ふ
り

男を
と
こあ

る
日ひ

ふ
と
君き
み

が
前ぜ
ん

後ご

に
三み

年と
せ

ほ
ど
思お
も

ひ
し
人ひ
と

の
顔か
ほ

を
繪ゑ

に
描か

く

わ
が
船ふ

ね

の
南み
な
み
の
海う
み

に
浮う
か

び
居ゐ

し
日ひ

な
ど
の
恋こ
ひ

し
欝う

金こ
ん

の
銀い
て
ふ杏

恋こ
ひ

人び
と

は
誰た
れ

ぞ
心こ
こ
ろ
に
何な
に

お
も
ふ
と
し
も
こ
と
と
ふ
秋あ
き

の

夕ゆ
ふ

か
ぜ

秋あ
き

の
晝ひ
る

甘あ
ま

し
と
身み

さ
へ
慄ふ
る

ふ
べ
き
木こ

の
實み

の
欲ほ

し
と

ふ
と
思お

も

ふ
か
な

何な
に

故ゆ
ゑ

に
も
の
思お
も

ふ
ら
ん
ゆ
る
び
な
く
相あ
ひ

思お
も

へ
り
と
か

つ
許ゆ

る

し
つ
つ

目め

に
ふ
と
も
君き
み

を
思お
も

へ
る
心こ
こ
ろ

見み

え
し
か
も
そ
ぞ
ろ
に

淚な
み
だく
だ
り
ぬ

か
た
は
ら
に
居ゐ

て
■
■
君き
み

■
思お
も

ふ
こ
の
こ
と
の
め
で

た
げ
に
し
て
時と

き

に
淋さ
び

し
き

か
に
か
く
に
人ひ

と

と
こ
と
な
る
自み
づ
か
ら
を
お
も
む
く
ま
ま

に
行ゆ

き
通と
ほ

ら
し
め

め
で
た
か
る
他よ

そ

□
□
□
□
〔
よ
り
來
り
〕
の
國く
に

よ
り
來き
た

り
つ
つ
心こ
こ
ろ
に

や
が
て
覇は

と
な
り
し
こ
と
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加藤美奈子

【
図
版
４
】
与
謝
野
晶
子
自
筆
歌
稿
「
歌
」（「
黃
な
る
花
」）
―
翻
刻

〔
欄
外
〕
歌　
　
　
　
　
　
　
　

与
謝
野
晶
子

醒さ

む
る
期ご

も
醉ゑ

へ
る
長な
が

さ
も
悪あ
く

人に
ん

の
わ
れ
は
初は
じ

め
に

知し

り
に
き
な
皆み
な

子こ

の
叩た
た

く
太た
い

皷こ

の
音お
と

の
中な
か

に
し
て
い
に
し
へ
□
〔
の
〕
の
夢ゆ
め

忘わ
す

れ
か
ね
つ
も

自み
づ
から
を
慰な
ぐ
さめ
得え

ざ
る
あ
は
れ
な
る
末す
ゑ

の
日ひ

と
し
も
な

り
に
け
る
か
な

霜し
も

降ふ

る
や
十じ
ふ

一い
ち

月ぐ
わ
つに
黃き

な
る
花は
な

咲さ
く

く
雜ざ
つ

草さ
う

の
あ
は
れ

な
り
け
れ

く
わ
と
黃き

な
る
□
〔
胡
〕
蝶て
ふ

の
飛と

び
き
ぬ
病
び
や
う

室し
つ

の
硝が
ら
す子
障し
や
う

子じ

の
外そ
と

の
か
な
し
さ

□
□
□
□
□
〔
い
た
ま
し
き
〕
夜よ

も
晝ひ
る

も
傷い
た

ま
し
き
も
の
湧わ

き
い
づ
る

心こ
こ
ろは
心こ
こ
ろ

誇ほ
こ
りは
ほ
こ
り

靜し
づ

か
な
る
風か
ぜ

の
□
〔
流
〕
な
が
れ
の
こ
こ
ち
よ
さ
十じ
ふ

一い
ち

月ぐ
わ
つの
黒こ
く

檀た
ん

の

夜よ
る恋こ

ひ

人び
と

は
か
り
そ
め
ご
と
を
語か
た

ら
へ
る
時と
き

に
も
二ふ

人た
り

死し

な
ん
と
思お
も

へ
る

わ
が
鏡

か
が
み

君き
み

を
憎に
く

む
と
か
す
か
に
も
慄ふ
る

ふ
心こ
こ
ろを
覗の
ぞ

く
目め

■
う
つ
る

わ
が
た
め
に
物も

の

を
思お
も

へ
と
君き
み

が
た
め
物も
の

を
思お
も

□
〔
へ
〕
へ
ど
は

か
な
ま
ぬ
か
な

【
図
版
３
】
与
謝
野
晶
子
自
筆
歌
稿
「
顏
」
―
翻
刻

〔
欄
外
〕
〇　
　
　
　
　
　
　
　

与
謝
野
晶
子

う
ら
さ
び
し
は
か
な
し
と
云い

ふ
言こ
と

の
葉は

を
初は
じ

め
て
文も

字じ

に
か
く
こ
こ
ち
す
る

う
つ
そ
み
の
世よ

の
物も
の

語が
た
りし
て
ま
し
と
わ
れ
お
□
〔
と
〕
と
な
し

き
願ね

が

ひ
を
つ
く
る

恋こ
ひ

な
ら
ぬ
外ほ
か

の
思お
も

ひ
の
そ
の
中な
か

の
も
と
も
苦く
る

し
き
思お
も

ひ
な
り
け
り

た
だ
よ
そ
に
生い

き
て
あ
る
を
ば
逢あ

ふ
よ
り
も
文ふ
み

見み

む

よ
り
も
嬉う

れ

し
と
思お
も

へ
る

い
と
せ
つ
に
な
つ
か
し
け
れ
ど
逢あ

ひ

見み

む
と
さ
ら
に
思お
も

は
ぬ
人ひ
と

の
ま
ぼ
ろ
し

恋こ
ひ

な
ら
ね
ば
初は
じ

め
も
は
て
も
な
き
こ
と
の
は
か
な
し

や
な
ど
ま
ど
は
る
る
か
な

水す
ゐ

仙せ
ん

に
梅う
め

に
似に

た
ら
ぬ
思お
も

ひ
か
な
淚な
み
だ
は
□
□
〔
白
く
〕
こ
れ
も
白し
ろ

く
散ち

れ
ど
も

二き
さ
ら
ぎ月
の
雨あ
め

の
中な
か

に
て
小こ

鳥と
り

啼な

き
阿あ

子こ

の
歌う
た

へ
る
あ
わ

た
だ
し
さ
よ

こ
の
人ひ

と

を
寂さ
び

し
く
せ
む
と
気き

の
変か
は

る
二に

三さ
ん

時じ

頃ご
ろ

の
春は
る

の
雨あ
め

か
な

か
た
は
ら
に
■
■
■
林
檎
光
り
て
鳥
う
た
ひ
二
月
の

雨あ
め

ふ
り
も
い
づ
る
日ひ


